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定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・
実
施
と
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
及
び
拡
充
を

求
め
る
意
見
書

　

陳
情
を
受
け
、
文
教
厚
生
委
員
会
の
審
議

後
、本
会
議
に
お
い
て
全
会
一
致
で
可
決
し
、

内
閣
総
理
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
な
ど
に
意

見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
陳
情
者
　
田
原
市
教
員
組
合

　
　
　
　
　
執
行
委
員
長
　
菰
田
　
和
利

意
見
書
の
内
容

・
小
学
校
・
中
学
校
の
少
人
数
学
級
の
拡
充

を
含
め
た
教
職
員
の
定
数
改
善
計
画
を
早
期

に
策
定
、
実
施
す
る
こ
と
。

・
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
と
、

国
庫
負
担
率
を
2
分
の
1
に
復
元
す
る
こ

と
。

安
全
保
障
関
連
法
案
の
慎
重
審
議
を
求
め
る

意
見
書

　

請
願
を
受
け
、総
務
委
員
会
で
の
審
議
後
、

本
会
議
に
お
い
て
全
会
一
致
で
可
決
し
、
内

閣
総
理
大
臣
、
参
議
院
議
長
、
防
衛
大
臣
な

ど
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
法
案
は
、
9
月
の
国
会
で
採
決
見
込
み
で

あ
っ
た
た
め
、
田
原
市
議
会
で
は
会
期
予
定

を
変
更
し
、
9
月
10
日
に
本
会
議
を
追
加
開

催
し
て
採
択
し
、
参
議
院
で
の
採
決
前
に
意

見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

　
請
願
代
表
　
永
田
　
み
よ
江

　
紹
介
議
員
　
河
邉
　
正
男
・
廣
中
　
清
介

請
願
内
容

　

多
く
の
憲
法
学
者
が
違
憲
を
ぬ
ぐ
え
な
い

と
し
国
民
の
過
半
数
以
上
が
反
対
、
世
論
が

二
分
す
る
安
保
関
連
二
法
案
の
慎
重
審
議
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
。

意
見
書
の
内
容

・
安
保
関
連
法
案
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
充

分
な
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
慎
重
な
審
議

を
求
め
る
。

9
月
7
日

総
務
委
員
会
で
の
審
議

　

安
全
保
障
関
連
法
案
に
つ
い
て
の
委
員
の

意
見
は
賛
否
両
論
だ
が
、
請
願
事
項
の
安
全
保

障
関
連
法
案
の
審
議
に
つ
い
て
は
、
全
委
員
と

も
国
民
の
十
分
な
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
慎

重
審
議
を
求
め
る
と
の
意
見
で
一
致
し
ま
し

た
。

意
見

仲
谷
政
弘
委
員　
国
民
を
守
る
た
め
の
法
案

で
あ
り
、
こ
れ
に
反
対
す
る
意
見
書
な
ら
同

意
で
き
な
い
が
、
国
会
に
丁
寧
な
審
議
を
求

め
る
と
い
う
意
見
書
で
あ
れ
ば
賛
成
。

杉
浦
文
平
委
員　
憲
法
学
者
、
元
最
高
裁
判

所
長
官
に
よ
る
違
憲
の
指
摘
は
重
要
。
丁
寧

な
説
明
、
国
民
が
理
解
で
き
る
慎
重
審
議
を

望
む
。

森
下
田
嘉
治
委
員　
安
全
か
つ
安
心
し
て
生

活
す
る
た
め
に
は
、
何
ら
か
の
抑
止
力
強
化

が
必
要
で
あ
る
。
法
案
に
つ
い
て
は
、
丁
寧

か
つ
慎
重
な
審
議
を
求
め
る
。

中
神
靖
典
委
員　
世
論
を
二
分
す
る
議
論
が

交
わ
さ
れ
て
い
る
。
審
議
中
の
法
案
に
つ
い

て
は
、
国
民
の
十
分
な
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
な
慎
重
な
審
議
を
求
め
る
。

彦
坂
久
伸
委
員　
国
会
は
、
国
民
の
意
見
の

代
議
制
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
論
を
二
分
し

て
い
る
中
に
お
い
て
は
、
慎
重
に
丁
寧
に
審

査
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

意
見
書
の
送
付

博物館・夏の企画展


